
（羽曳野市立高鷲小学校 参考資料） 

◆ 単元名 「暮らしの中の政治」 
 
◆ 単元の流れ（全 15時間） 
 

◇自分の生活によりかか

わりの深いことを考え

させる。 
☆教材に関心を持ち、自

分たちが知りたいこと

や疑問を見つけること

ができる。 
 
◇羽曳野市政に関する資

料等を用意する。 
◇役所などの施設を訪問

したり、ゲストティー

チャーによる聞き取り

活動を行ったりする。 
☆地方公共団体の政治の

しくみについて理解す

る。 
 
 
☆日本国憲法の三原則に

ついて理解する。 
 
 
 
 
 
 
◇インタビューやアンケ

ートによる情報の収

集、役所や議会のシミ

ュレーション。 
☆生活と政治の関係につ

いて自分の考えをまと

めることができる。 

１．自分たちの暮らしと

政治のかかわりについ

て調べる。 
（1時間） 
 
 
 
２．人々の願いと政治の

働きとのかかわりを調

べる。 
（5時間） 
○住民の願い 
○議会・役所 
○税金・選挙 
○ゲストティーチャー 
 
 
 
３．自分たちの暮らしと

憲法のかかわりについ

て考える。 
（6時間） 
 
 
 
 
 
４．よりよいまちづくり

について考える。 
（3時間） 

学習活動の流れ 子どもの意識の流れ ◇支援 ☆評価 

  わたしたちのまちは、どんなまちだろう。 

住民の願いと政治の働きは、 
  どのようにかかわっているのだろう。 

羽曳野市はみ

んなにとって

住みよいまち

なのかな。 

より多くの

人の願いを

実現させた

いな。 

地域の人に

インタビュ

ーをしてみ

よう。 

住民の願いでまちづくりは進むんだね。 

計画を

するのは

役所の

仕事な

んだね。 

戦争をしな

いって憲法

で決まって

いるんだ。 

わたしたちに

はたくさんの

権利や義務が

あるんだ。 

国の政治を

決めるのは

わたしたち

なんだね。 

信号や 

歩道橋が

ある。 

公園など

の遊び場

がある。 

図書館やホール、会

議室などがある LIC

はびきのがある。 

だれが話し合いを

進めるのだろう。 

お金はだれが出

すのだろう。 

選挙で住民の

代表を決める

んだ。 

そのために税金

をはらっているん

だね。 

 よりよい羽曳野について考えよう。 

日本国憲法は、わたしたちの暮らしと 
どうかかわっているのだろう。 

高
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